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コブノメイガとセ ジロウンカ ・トビイ ロウ ンカの飛来の 関係

深町 三朗(鹿 児島県農業試験場)

Relationship of the time of immigration between the rice leafroller and two species 

of rice planthopper in Kagoshima.Saburo FUKAMACHI (Kagoshima Agricultural 

Experiment Station, Kagoshima 891-01)

コブノメイガの本田初期飛来虫を予察灯でつかまえる

ことは困難である(村 田ら,1968;宮 原,1976)。 その

一因は光源の質よりもむしろ誘殺箱中への落下が少ない

ことのようで,発 生資料の統計に基づいた予察法が検討

され,今 日まで利用されてきている(酒 井,1950)。 コ

ブノメイガの有効積算温度に関する報告があり(米 田,

1975),そ の結果,新 たに生態的な面からの検討がなさ

れた(宮 原,1976;永 野 ら,1976)。 そして,有 効積算

温度によって,予 察情報がほぼ明示されるようになった。

筆者は,成 虫の飛び込みを把握するため,早 期水稲を

栽培し,被 害発生状況と令構成により飛来時期を推定す

る方法を検討した。その結果,早 期水稲では早 くから成

虫が生息しており,被 害発生と密接な関係があることを

みとめた。そこで1977年 以来作型の異なる水稲を栽培 し,

コブノメイガのほ場生息虫数を追い出し見取り法により

調査を行なってきた。本報告では,予 察法改善を目的と

して,コ ブノメィガのほ場生息成虫(以下生息数と呼ぶ)

とセジロウンカ ・トビイロウンカ(以 下ウンカと呼ぶ)

の予察灯飛来 とスティッキー トラップの捕虫状況との関

係を検討 した。

方 法

1977年 には農試場内でウンカを対象に予察灯調査を,

また,1980年 には同時に各作型別にスティッキートラッ

プ調査を行なった。コブノメイガは成虫を対象に各作型

別に生息数を追い出し見取 り法により調査した。

予察灯調査:予 察灯は南側に住宅地,北 側に水田(早

期水稲 ・普通期水稲混作)が 広がる位置に設置した。光

源は60W(二 重線条)艶 消電球を用いた。調査は4月 か

ら10月 まで毎 日の誘殺数を記録した。
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ス テ ィ ッキ ー トラ ップ調 査:17×45cmの トラ ップ を コ

ブ ノメ イ ガ成 虫 追 い 出 し調 査 ほ場 の草 冠 高 に設 置 し,毎

日の 捕 虫 数 を記 録 した 。 これ は ウン カの予 察 灯 へ の 飛 来

数とほ場生息虫数との相関がないためで(北 方 ・末永,

1958),調 査の方法による差を少なくする目的で設置し

た。

第1図 ウン カの予 察 灯 飛 来 状 況(日 別)と コ ブノ メ イ ガの ほ場 にお け る

生 息成 虫 数(72m2×3)。 線 が 連続 して い ない 日は欠 測 日で あ る。

――:セ ジ ロウ ン カ〓:ト ビ イ ロ ウン カ〓:コ ブ ノメ イガ
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ほ場の生息数調査:調 査ほ場は予察灯から約150m東

に位置し,早 期水稲は2aで4月 中旬移植,出 穂期は7

月上旬,中 期水稲は2aで5月 中旬移植,出 穂期は8月

中旬,普 通期水稲は6aで6月 中旬移植,出 穂は9月 上

旬であった。調査は6月10日 か ら7月 下旬まで毎日,各

作型のほ場で1×18mの4ヵ 所を抽出し,計72m2に つい

て1mの 棒で草冠部をたたき,追 い出された成虫を調査

した。1m2に10頭 以上の成虫をみた場合はすべて720頭

として記録した。

結 果

調査期間を1)6月10日 か ら6月27日,2)6月28日

か ら7月12日,3)7月13日 か ら7月20日 の3時 期に区

分した(以 後1),2),3)と 呼ぶ)。 これは鹿児島県

の予察灯の資料によると,セ ジロウンカの一次最高飛来

日が6月28日 か ら7月12日 に含まれることによった(糸

賀 ・酒井,1951)。

量の比較:第1図 ・第1表 に示したように,ウ ンカの

飛来の少ない1978年 は,コ ブノメイガの生息数 も少なか

った。一方,ウ ンカの飛来が早 くから多 く継続した1980

年は,コ ブノメイガの生息数 も並行して早 くから多かっ

た。1978fiは 陽性型の空梅雨の年で,1980年 は入梅時か

ら梅雨前線の活動が活発な年であった。3)に 比較的ウ

ンカの飛来が多 くコブノメイガの生息数 も多かった1979

年 と1980年 は,梅 雨明けが遅れ7月 後半になった。ウン

カの飛来数とコブノメイガ生息数の日別の関係を第2図

に示した。各年次とも両者の間で相関関係はみられなか

った。しかし,1978年 を除 く3ヵ 年は時期により,グ ル

ープの分化がみられた。1978年 は前述のとおり空梅雨で

梅雨明けも早かった。1979年 は,3つ の グループが分化

し,1)よ り2),2)よ り3)と 段階的にコブノメイ

ガ生息数が増加するのがみとめられた。1)の 時期は前

線は北上して晴天が続き,2)の 時期に前線が南下し,

九州南部に停滞 して前線活動が活発化し,梅雨明けは3)

にずれ込み7月18日 で あった。1980年 は前述のとおり前

線活動が活発で,相 対的に早くから多発した年で,1)

の期間の密度が高く,2)の 時期には段階的に密度上昇

があり,相 対的にも高い密度であった。梅雨明けは7月

18日 で1979年 と同じであったが,3)の 時期の前線活動

第2図 ウ ン カの予 察 灯 飛 来 数 と コブ ノメイ

ガの ほ場生 息 成虫 数 との 関係

○:6月10日 ～27日 ●:6月28日 ～7月12日

×:7月13日 ～20日

は活発でなく,密 度上昇は顕著でなかった。1977年 は

1)と2)は ほぼ同一グループで,3)の 時期に上昇し

た。以上のグループ別に年次間の比較をしたのを第3図

で示した。セジロウンカは2)の 時期を除き,時 期別に

セジロウンカの予察灯飛来数 とコブノメイガの生息数と

に相関がみとめられた。 トビイロウンカでも同様な傾向

であったが,セ ジロウンカほど明瞭ではなかった。

時期の比較:ウ ンカの飛来については明確 な定義がな

第1表 飛来 時期別の コブ ノメイガは場生 息成虫数 とウンカの予 察灯 飛来数

a1)6月10日 ～6月27日
,2)6月28日 ～7月12日,3)7月13日 ～7月20日
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第3図 飛 来 時期 別 の コ ブ ノ メ イガ と ウン カの 関 係

△:6月10日 ～27日 ×:6月28日 ～7月12日 ●:7月13日 ～20日 ◎:合 計

い の で,そ れ ぞ れの 年 の誘 殺 状 況 か ら判 断 して,相 対 的

に 誘 殺 数 が 高 ま った 日を 飛来 日 と して検 討 した 。

1977年 は,第1図 に 示 す よ うに コブ ノ メ イ ガは6月11

日に 生 息 虫 を確 認 した 。 そ して その後 低 密 度 で あ るが ほ

とん ど全 期 間 に わた って確 認 さ れ,6月20日,25日,30

日,7月3日,12～14日,19日 の7回 生 息 数 は 高 まった 。

7月10日 以 降 の増 加 は顕 著 で あ った 。 セ ジ ロ ウ ンカの 予

察 灯 へ の 飛 来 は6月17日,29日,7月2日,9～13日,

16～18日 の5回 で,9～13日 に 飛 来が 最 も多 か った。 ト

ビイ ロ ウン カは セ ジロ ウ ン カ とほぼ 同様 な経 過 をた どっ

た が,7月 に入 ってか らは セ ジ ロウン カ に比 べ て 遅 れ気

味 で13日,19日 が 飛 来 日 とな り,飛 来 数 の多 か った の は

6月29日 で あ った。 コ ブ ノ メ イガの飛 来 は17日 を除 き ほ

ぼ 時期 として 対 応 した 。 しか し,後 半 に は セ ジ ロ ウン カ

の飛 来 に比 べ 遅 れた 。

1978年 の コ ブノ メイ ガは 断続 的で 低密 度 で あ った。 継

続 して生 息 をみ とめ たの は6月14～16日,7月1～10日,

11～13日,17～20日 の4時 期 で あ った 。 ウ ンカの 飛来 も

全 般 的に 少 なか った 。 セ ジ ロ ウ ンカ は6月16日,23日,

7月1～4日,7日,12日 の5回 で1～4日 に多 か った。

トビイ ロ ウ ンカは7月3日,7～8日 の2回 で3日 に最

も多く,時 期 的 に は ほ ぼ一 致 した 。

1979年 の コブ ノ メ イガ は調 査 ほ 場で の 生 息 虫 の確 認 は

遅 く,6月28日 で あ ったが,そ の 後 は継 続 し段 階 的に 増

加 した。 そ れは それ ぞ れ6月30日,7月4日,7日,14

日の4回 で,そ の うち10～14日 の生 息 数 の増加 は顕 著 で

あ った 。 セ ジ ロウ ンカ の飛 来 は6月30日,7月3日,9

日,15日,20日 の5回 で 飛 来 数 は 漸増 し,20日 に最 も多

か った。 トビイ ロ ウ ンカ は セ ジ ロ ウン カに 比 べ飛 来 数 は

少 なか った が,飛 来 時期 は ほぼ 同 じ傾 向で あ った 。 両 ウ

ン カの 飛来 と コブ ノメ イガ生 息 数 増加 の 過 程 は類 似 した。

1980年 の コブ ノ メイ ガ は6月11日 を除 き,早 い 時 期 か

第4図 ウ ン カのス テ ィ ッキ ー トラ ッ プ捕 虫数(17×45cm×3)と コブ ノメ イ ガの

ほ場 に お け る生息 成 虫 数(72m2×3)一1980一

一:セ ジ ロ ウン カ〓:ト ビ イ ロ ウ ン カ〓:コ ブ ノ メ イガ
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ら毎 日多 数 の生 息虫 をみ とめ た。6月15日,23日,28日,

30～7月2日 ,8日,10～11日,13日,16日 の8回 生 息

数 は増 加 して お り,28日 以 降 の 生 息数 は多 か った 。 セ ジ

ロ ウ ンカの 飛来 は例 年 に比 べ早 くか ら活 発 で 量 も多 か っ

た 。6月18日,24日,28日,7月5～9日,13日,15日

の6回 の 飛来 を み とめ たが,6月18日 に 飛来 が最 も多 か

った 。 この飛 来 と コ ブノ メイ ガ生 息 数 は 全 く関連 は なか

った 。 トビイ ロウ ンカ は セ ジ ロウ ン カに比 べ飛 来 数 は少

ない が,ほ ぼ 同 じ経 過 を示 し,最 後 の7月16日 の 飛来 は

セ ジ ロ ウン カに 比べ1日 遅 れで あ った。 コ ブ ノ メ イガの

飛 来 は 時期 と して は ほぼ ウ ンカ と対応 した が,後 半 に な

る とセ ジロ ウ ンカに 比 べ 遅 れ る傾 向 を み とめ た 。1980年

ス テ ィ ッキー トラ ップで の ウ ン カの捕 虫 数 との比 較 は第

4図 に 示 した。 予 察灯 へ の 飛来 数 と同様 に量 の相 関 は な

か った 。 セ ジ ロウ ンカ で は6月30日 ～7月5日,ト ビイ

ロ ウン カで は6月25日 まで で並 行 関 係 が み られ ない 場合

が あ ったが,予 察灯 飛 来 状 況 と比 較 して,そ れ ぞれ の生

息 数 増加 に対 応 す る並 行 関係 が み とめ られた 。

考 察

コ ブノ メ イガ の ほ場生 息数 は,セ ジ ロウ ン カの予 察 灯

へ の飛 来 数 と相 関が み とめ られ た 。 それ は,コ ブノ メイ

ガの生 息 数 が最 も少 な か った1978年 は ウ ンカ の飛 来 も少

なか った 。 この年 は梅 雨 期 間 の総 雨 量 は 平年 の34%で,

梅 雨 時 の前 線活 動 の弱 い 年 で あ った 。1980年 は コ ブ ノメ

イガ,ウ ンカ と もに早 い 時 期 か ら多 発 した。 この 年 は5

月 中 旬 以降,卓 越 した 南 風 の 吹 き込 みが あ り,梅 雨初 期

か ら前線 活 動が 活発 で あ った。 また,コ ブ ノ メ イガ の絶

対 数 が多 か った1979年 と1980年 は,い ず れ も梅 雨 明 けが

例 年 よ り遅 れ7月18日 で あった 。特 に1979年 は梅 雨 明 け

宣 言が7月12日 に 行 な わ れた が,9月 に な って7月19日

に訂 正 され た こ とか ら も判 る よ うに,7月16～17日 に前

線 活 動 が 活発 化 し,単 に 雑 象 と しての も ど り梅 雨 とせ ず

訂 正 が 必要 な状 況 で あ った 。 そ し て,年 間最 高 の セ ジ ロ

ウ ン カの飛 来 数 で あ った 。 この よ うに,コ ブ ノメ イガの

生 息 数 は ウンカ と同様 に,梅 雨 期 の 前線 活 動 と密 接 な関

係 が ある ことが わ か った 。 コブ ノ メ イガ とウ ン カは 日別

に は 相 関が み られ ない が,ウ ンカの 飛来 と同 じ区分 の1),

2),3)の 時期 別 に,コ ブ ノ メ イガ の密 度 もグル ー プ

化 で きた 。 しか し,そ れ は年 に よ りま ち ま ちで あ った 。

1978年 は 空梅 雨 で 梅雨 明 け も早 く,3)の 期 間 は夏 型

の 晴天 で,そ れ ぞれ の グ ル ー プの分 化 が み られ な か った

こ とは,コ ブノ メ イ ガが 前 述 の よ うな気 象 条 件 に支 配 さ

れ て い るた めで,全 般 的 に は気象 条 件が 満 され れ ば1)

よ り2),2)よ り3)と 時 期 が 遅 くな るほ ど,コ ブ ノ

メ イガの 生 息数 は段 階 的 に増 加 した 。2)の よ うな梅 雨

の最盛期では両者の間に相関はなく,1),3)で は相

関があることがみとめられた。したがって,梅 雨明けが

遅れ,後 期のセジロウンカの飛来の多い年は,コ ブノメ

イガの発生動向に注意する必要があると考えられる。コ

ブノメイガの生息数とウンカの飛来時期との対応では,

1980年6月18日 と1977年6月17日 のウンカ多飛来時にコ

ブノメイガの生息数増加がみられなかった。この飛来は,

前者の時は北上していた前線が南下し,そ の上を低気圧

が通過 した。後者の飛来は台風の北上に伴い前線活動が

活発化 した際に起き,い ずれも1)の 時期に起きている。

前述のとおりウンカの飛来量に比べコブノメイガの少な

かったことも一因であろうが,7月13日 以降に飛来条件

が満された場合に,コ ブノメイガの発生が急増すること

や,前 線の動き,位 置から中国大陸でのコブノメイガ成

虫の動きとも関連があることが示唆された(張 考義ら,

1980)。 以上の2回 を除 くと6月27日 頃 までは ウンカの

飛来よりコブノメイガの飛来数は1～2日 遅れであった

(宮原ら,1981)。 その後はセジロウンカに対しては時期

が遅くなるほど遅れる傾向がみられ,反 対に トビイロウ

ンカに対してはほぼ並行するようになる。このことは,

異常飛来後のウンカの広がりから(原 ら,1967),種 の

生態的特徴と調査法の違いによるものであろうと推測さ

れる。そこで,ス ティッキートラップでのウンカの捕虫

数と比べると,予 察灯の場合と同様量的な相関はみられ

なかった。時期的にはセジロウンカでは6月30日 ～7月

5日,ト ビイロウンカでは6月25日 までは対応しなかっ

た。しかし,全 般的にみて増加状況からピークではほぼ

並行関係がみとめられた。このようにほ場においてはコ

ブノメイガとウンカの出現はほぼ一致した。予察灯及び

スティッキー トラップでのウンカの飛来数とコブノメイ

ガの生息数の増加の差は,調 査方法の違いによる,対 象

のとらえ方の差であると考えられることから,コ ブノメ

イガとウンカは同じ気象条件でほぼ同時に飛来するもの

と推定 した。

摘 要

コブノメイガについてほ場生息数を成虫の追い出し法

で調査した。その調査結果 とウンカの予察灯への飛来及

びスティッキー トラップの捕虫数から,コ ブノメイガと

ウンカの飛来 との関係について検討した。

コブノメイガはウンカとほぼ同じ気象条件下で飛来し,

その時期もほぼ同時であった。ウンカの飛来量とは日別

では相関はみとめられなかった。しかし気象条件が満さ

れれば,飛 来時期が遅くなるほど多 く,そ れは段階的に

増加した。そしてそれら段階別に全体としてウンカの飛

来量との関係を検討すると,相 関がみとめられ,セ ジロ
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ウ ンカ との関 係 が よ り明 瞭 で あ った 。
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